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C O N T E N T S
　■井澗誠白浜町政のスタート

　■白浜町生活交通ネットワーク計画を策定しました

　■６月は環境月間です

　■国民健康保険の窓口の一部負担金減免制度

　■４月１日より子ども手当制度にかわり、「児童手当制度」により

　　手当が支給されます

　■富田橋交差点が新しくなります

　■お知らせ information

　■まちのわだい

　■災害に備えて

　■健康だより

　■社協だより ふくししらはま

　■中央公民館だより／日置川拠点公民館だより

　■じどうかんへ行こう／図書館だより

　■わがやのスター／しらはま俳壇コーナー

井澗白浜新町長の初登庁（５月１５日）　



広報しらはま６月号　�

井い

澗た
に　

誠
ま
こ
と

　

白
浜
町
政
の
ス
タ
ー
ト

①観光客の誘致とまちの活性化に取り組みます

②災害に強いまちづくりを推進します

③地場産業を推進し、地域雇用を守ります

④福祉の充実と住み良いまちを実現します

⑤子供への教育投資を最大限行います

⑥官民共働を推進します

⑦オンリーワンの観光地を目指します



�　広報しらはま６月号

「
世
界
に
誇
れ
る
観
光
リ
ゾ
ー
ト
白
浜
」
を
目
指
し
て

白
浜
町
長　

井
澗　

誠

　

「
先せ

ん

憂ゆ
う

後こ
う

楽ら
く

」
と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
。
政
治
家
の
国
家
に
対
す
る
心
が
け
で
、

人
民
よ
り
先
に
天
下
の
将
来
を
案
じ
、
人
民
の
生
活
が
楽
に
な
っ
て
か
ら
楽
し
む
と

い
う
意
味
で
す
。
町
の
発
展
、
白
浜
町
の
繁
栄
を
願
わ
な
い
人
は
い
な
い
と
思
い
ま

す
。
私
も
そ
れ
を
願
う
一
人
で
す
。
こ
れ
か
ら
の
４
年
間
、
白
浜
町
が
益
々
発
展
し
、

一
人
で
も
多
く
の
皆
さ
ま
が
幸
せ
に
な
れ
ま
す
よ
う
、
精
一
杯
、
全
力
で
働
き
、
汗

を
か
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
観
光
客
の
さ
ら
な
る
誘
致
や
ま
ち
の
活
性
化
が
不
可
欠
で
す
。

多
く
の
若
者
や
シ
ニ
ア
世
代
が
訪
れ
る
魅
力
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。

　

例
え
ば
、
参
加
・
交
流
・
体
験
型
観
光
を
さ
ら
に
推
進
す
れ
ば
、
内
外
か
ら
多
く

の
お
客
さ
ま
を
呼
び
込
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
広
域
で
の
取
り
組
み
も
重
要
で
す
。

近
隣
市
町
と
も
連
携
を
図
り
な
が
ら
積
極
的
に
推
進
し
た
い
と
考
え
ま
す
。

　

ま
た
、
防
災
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
に
も
取
り
組
み
ま
す
。
町
民
の
命
や
財
産
を
守

る
こ
と
は
も
と
よ
り
、
観
光
客
の
命
を
守
る
こ
と
も
町
の
責
務
で
す
。
安
全
・
安
心

の
ま
ち
白
浜
町
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
に
よ
り
、
白
浜
町
を
訪
れ
る
お
客
さ
ま
が
増

え
、
ま
ち
の
活
性
化
に
繋
が
り
ま
す
。

　

私
は
「
世
界
に
誇
れ
る
観
光
リ
ゾ
ー
ト
白
浜
」
を
本
気
で
目
指
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
夢
物
語
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
と
も
に
考
え
、
知
恵
を
出
し
合
い
、
汗
を
か

き
な
が
ら
、
全
力
で
白
浜
を
創
生
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
し
て
未
来
の
白
浜

町
を
見
つ
め
、
町
民
目
線
で
ク
リ
ー
ン
な
政
治
を
実
現
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

白
浜
町
の
発
展
と
繁
栄
は
町
民
一
人
一
人
の
願
い
で
あ
り
ま
す
。
一
人
で
も
多
く

の
皆
さ
ま
の
幸
せ
の
た
め
、
行
動
し
、
魅
力
あ
る
ま
ち
を
創
る
こ
と
が
私
の
責
務
で

あ
り
ま
す
。
数
々
の
課
題
が
山
積
す
る
中
、
全
力
で
町
政
の
安
定
と
新
た
な
ま
ち
づ

く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。
町
民
の
皆
さ
ま
に
は
温
か
い
ご
支
援
と
ご
指
導
を
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
、
町
長
就
任
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

井
澗
誠
の
ビ
ジ
ョ
ン

「
世
界
に
誇
れ
る

　
　
　
　

観
光
リ
ゾ
ー
ト
白
浜
」

井
澗
誠
の
政
治
信
念

「
意
志
あ
る
と
こ
ろ
に

　
　
　
　
　
　
　

道
は
開
け
る
」



広報しらはま６月号　�

白
浜
町
生
活
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
計
画
を
策
定
し
ま
し
た

○
計
画
を
実
現
化
す
る
た
め
に

　

計
画
は
策
定
し
て
終
わ
り
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
町
や
交
通

事
業
者
だ
け
で
考
え
て
い
く
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
行
政
ー
交
通

事
業
者
ー
地
域
住
民
・
利
用
者
な

ど
様
々
な
主
体
が
連
携
・
協
働
し

「
地
域
全
体
で
生
活
交
通
を
創
り
、

育
て
る
」
と
い
う
視
点
を
持
ち
な

が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
分
担
の

中
で
、
町
の
生
活
交
通
が
よ
り
良

い
も
の
に
な
る
よ
う
、
継
続
的
に

取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

○
地
域
が
主
体
と
な
っ
た

　

取
り
組
み
の
事
例
（
参
考
）

①自治会や住民組織によるバスの運行
　自治会や住民組織が費用を出し
てバスを走らせることで、生活交
通を確保しています。運転手は自
治会が雇用したり、バス会社に運
行委託するなど、いろいろな方法
があります。基本的には運賃やダ
イヤは地域が決めます。
＜京都府京都市、三重県四日市市など＞

②タクシーの共同利用
　自治会や住民組織が毎週の決
まった曜日・時間にタクシーを借
り上げて、生活交通を確保してい
ます。運行経費は運賃と地域から
の協賛金で、行政が赤字部分を補
助する場合もあります。

＜山口県山口市、広島県三次市、
和歌山県串本町など＞

③買い物バスの共同運行
　自治会や住民組織が買い物に行
きたい人をグループにして、バス
を借り上げて一緒に買い物に行く
ことで、生活交通を確保していま
す。いわば、遠足型の買い物ツアー
バスです。運行経費は参加者で頭
割りすることが基本ですが、一部
補助するような場合もあります。

＜和歌山県田辺市など＞

○
計
画
策
定
の
目
的

　

白
浜
町
で
は
、
平
成
22
年
度
よ

り
和
歌
山
大
学
（
事
務
局
は
和
歌

山
大
学
南
紀
熊
野
サ
テ
ラ
イ
ト
）

と
連
携
し
生
活
交
通
の
あ
り
方
に

つ
い
て
、
地
域
の
皆
さ
ん
と
と
も

に
議
論
し
て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
度
、
町
に
お
け
る
生
活
交

通
の「
基
本
的
な
考
え
方
」と「
目

指
す
べ
き
方
向
性
」
を
ま
と
め
、

本
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。

○
計
画
の
背
景

　

白
浜
町
で
は
、
高
齢
化
社
会
の

進
展
に
よ
り
、
自
動
車
の
運
転
が

不
安
に
な
る
方
や
、
基
幹
集
落
で

の
商
店
の
廃
止
等
に
よ
り
、
最
寄

り
の
駅
や
バ
ス
停
ま
で
の
移
動
が

困
難
に
な
る
方
が
増
え
る
と
予
想

さ
れ
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
中
で
生

活
交
通
の
重
要
性
と
役
割
は
増
し

て
き
ま
す
。

　

一
方
、
公
共
交
通
は
毎
年
利
用

客
が
減
少
し
、
そ
の
現
象
が
本
数

の
減
少
や
路
線
の
廃
止
、
運
賃
の

値
上
げ
に
つ
な
が
り
、
そ
の
不
便

さ
に
よ
っ
て
さ
ら
に
利
用
客
が
減

少
す
る
「
悪
循
環
」
に
陥
っ
て
い

ま
す
。
既
存
の
仕
組
み
に
と
ら
わ

れ
な
い
、
行
政
ー
交
通
事
業
者
ー

地
域
住
民
・
利
用
者
が
一
緒
に
協

力
す
る
新
し
い
交
通
シ
ス
テ
ム
の

開
発
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

○
計
画
の
内
容

　

計
画
で
は
、
生
活
交
通
の
現
状

調
査
や
ニ
ー
ズ
、課
題
を
踏
ま
え
、

計
画
の
策
定
委
員
会
と
４
つ
の
部

会
（
白
浜
地
域
、
富
田
地
域
、
日

置
川
地
域
、
庁
内
）
の
１
年
間
の

議
論
を
踏
ま
え
て
、「
基
本
理
念
」

と
「
４
つ
の
方
針
・
ア
ク
シ
ョ
ン

プ
ラ
ン
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

（
詳
細
左
図
）

（
バ
ス
乗
降
調
査
）
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＜白浜町生活交通ネットワーク計画
　　　　　　　　　基本理念と４つの方針・アクションプラン＞

１．既存公共交通ネットワークの強化と活性化を目指します

→白浜町の移動を支える路線バス、ＪＲ、タクシーなどのネットワークを強化、ならびに
活性化を通じて、生活交通手段の確保を行います。

　①交通空白地域から路線バス・ＪＲへの接続アクセスの確保を目指します
　②地域力を生かし、連携する新しいバスシステムを検討します
　③公共交通町民応援隊（仮称）を創設します

２．住民主導の交通の取り組みを推進します

→地域住民や自治会、諸団体等が主体的に生活交通確保に取り組む場合、町による応援制
度を創設します。

　①住民協働の交通システム構築への支援制度を創設します
　②自家用有償旅客運送やボランティア輸送の社会実験を検討します

３．あがらの役割分担と連携・協働を進めます

→地域の生活交通は行政や事業者に任せるのではなく、行政－交通事業者－地域住民・利
用者などさまざまな主体が連携・協働することが大切です。「地域全体で生活交通を創り、
育てる」という意識の醸成を図ります。

　①連携・協働を推進する基盤づくりとして交通の現状情報を積極的に提供します
　②庁内、地域部会を継続開催し、交通に関する議論を進めます

４．生活交通維持・確保に向けたルールづくりと議論する場を創設します

→地域全体の生活交通や新しい交通システムについて議論する場を創設するとともに、効
率的な生活交通維持・確保の観点から、路線等の新設・変更・廃止や輸送手段の変更等に
ついてのルールづくりを行います。

①集落規模、人口、利用構成を踏まえた交通サービス確保のためのルールづくりを行います
②地域公共交通会議の創設と運営を行います

「地域全体で
  生活交通を
  創り、育てる」

　
「
あ
が
ら
の
交
通
機
関
を
、
あ
が
ら
で
支
え
る
持
続
可
能
な
交
通
シ
ス
テ
ム
の
構
築
」

【
基
本
理
念
】

問役場総務課まちづくり推進係　☎４３－６５９８

“連携”

“協働”

行政

交通事業者 地域住民
利用者
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６月は環境月間です
６月５日は白浜町環境の日

　１９７２年６月５日にスウェーデンのストックホルムで開催された「国連人間環境会議」を記念して、６月５
日は環境の日と定められました。
　国連では、日本の提案を受けて６月５日を「世界環境デー」と定めており、日本では環境基本法において６月
５日を「環境の日」とし、白浜町も同じくこの日を「環境の日」、６月を「環境月間」と定めています。
　環境保全についての関心と理解を深めていただくため、白浜町では環境月間にあわせてさまざまな行事を行い
ます。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　問役場生活環境課生活環境係　☎４３－６５８６

■第１６回ごみと環境フェア開催

　今回は出展者を募集し、環境保全に対する取り組みや
環境にやさしい製品などの展示を予定しております。ま
た、エコチャレンジ研修会も開催しますのでぜひご参加
ください。
　●日時　６月３日（日）午前９時～午後４時
　　　　　６月４日（月）午前９時～午後３時
　●場所　町立体育館（十九渕）
　●内容　下水道・し尿処理施設のしくみ、リサイクル
　　　　　バザーなど
　　　　　町内小中学生による環境保全標語・ポスター
　　　　　の展示など
　　　　　ご来場いただいた方に、環境家計簿カレンダー
　　　　　  をプレゼント
　●主催　第１６回ごみと環境フェア実行委員会

　「環境家計簿カレンダー」を使って、エコチャレンジ
わかやまに参加してみませんか？
　●日時　６月３日（日）
　　　　　午後１時３０分～２時３０分
　●場所　区民会館（十九渕）
　　　　　講師　多

た

田
だ

　祐
ひろ

之
ゆき

　先生
　　　　　（紀南地域地球温暖化対策協議会　代表）

■環境パトロール

　６月中に実施します。町内の不法投棄現場について、
白浜警察署・田辺保健所・白浜町が連携してパトロール
を行います。

■海や川の一斉清掃

　町民みんなの力で、海や川をきれいにしましょう。
皆さまのご協力をお願いします。
　●日時　第１回目　６月１６日（土）　
　　　　　第２回目　９月　８日（土）

■環境保全標語・ポスター

　平成２３年度はポスターの応募は４０９点、新たに

募集した環境標語には、２２０点の応募がありました。

　また、特賞に選ばれた小学生３人と中学生１人に「環

境問題を考える講演会」会場で表彰を行いました。

●平成２３年度「環境保全・公害防止」標語・ポスター

特賞受賞者（敬省略）

○標語特賞者（西富田小学校）桒
くわ

瀨
せ

　美
み

月
つき

　標語　「おどろいた　ペットボトルの　へんしんだ」

○ポスター特賞者

（富田小学校）谷
たに

口
ぐち

　美
み

空
そら

（北富田小学校）榎
えの

本
もと

　沙
さ

矢
や

加
か

（白浜中学校）南
みなみ

田
だ

　喬
きょう

一
いち
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　勤務先の倒産や災害などの特別な理由により生活が一時的に苦しくなり、医療費の支払いが困難となった時、
医療機関の窓口での一部負担金の支払いを減免、または、一定期間猶予する制度です。

　＊対象となる世帯
　　世帯主またはその世帯に属する国保の被保険者が過去６カ月以内に次のいずれかに該当し、かつ、資産、
　融資等の活用を図っても一部負担金の支払いが困難な世帯が対象です。

　（１）震災、風水害、火災、その他これらに類する災害により死亡し、精神または身体に著しく障害を受け、
　　　  または資産に重大な損害等を受けたとき。
　（２）干ばつ、冷害、凍霜雪害等による農作物の不作、不漁その他これらに類する理由により収入が減少したとき。
　（３）事業または業務の休廃止、失業等により収入が著しく減少したとき。
　（４）前各号に掲げる事由に類する事由があったとき。

　＊対象となる一部負担金
　　医療機関での入院・外来療養（食事の負担金や保険適用外の支払いおよび柔整・
　　鍼灸・マッサージなどの療養は対象になりません）。

　＊減免等の内容
　　内容は下記のとおりです。対象期間は１カ月更新で、原則として３カ月以内です。

区　　分 内　　容 基　　準

免　　除
 医療機関の窓口で支払う一部

 負担金が免除

 世帯主と国保の被保険者の収入合計が、生活保護

 基準の１．１５倍以下の場合

減　　額
 医療機関の窓口で支払う一部

 負担金が５割減額

 世帯主と国保の被保険者の収入合計が、生活保護

 基準の１．２５倍以下の場合

徴収猶予

 医療機関の窓口で支払う一部

 負担金の支払いを猶予され、

 期間満了日までに町に支払う

 世帯主と国保の被保険者の収入合計が、生活保護

 基準の１．３倍以下の場合

国民健康保険の窓口の一部負担金減免制度

＊申請方法
　減免等を受けようとする時は、世帯主による事前の申請が必要です。申請書には、資産に関する申告書と誓約書、
医師の意見書等を添えて申請してください。
　詳しくは、お問い合わせください。

問役場民生課医療保険係　☎４３－６５８５



広報しらはま６月号　�

◆支給の開始
　原則として申請された月の翌月分から支給されます。

　※子ども手当（平成２３年１０月～平成２４年３月分まで）の請求期限が平成２４年９月３０日までに延長さ
　れました。平成２３年９月３０日時点で、白浜町において子ども手当を受給中であった方で、まだ手当の申請
　のない方については、平成２４年９月３０日までに申請をしていただくことで、平成２３年１０月分から子ど
　も手当が支給されます。

◆支給時期・支給方法
　毎年度６月（２月～５月分）・１０月（６月～９月分）・２月（１０月～１月分）に銀行振込で支給されます。
　※平成２４年度の６月支払いについては、２月・３月分は子ども手当が、４月・５月分は児童手当が支給され
　ることとなります。

　※公務員の方は、勤務先から支給されます。

◆児童手当現況届の提出について
　児童手当等を受けている方は、毎年６月に「現況届」を提出しなければなりません。
　この届は、毎年６月１日時点における状況を記載し、児童手当等を引き続き受ける要件があるかどうかを確認
するためのものです。
　白浜町では、毎年、現況届の対象となるご家庭へ申請書を送付しています。対象の方は６月１日から６月３０
日までに提出してください。
　この届がない場合、６月分以降の手当が受けられなくなりますのでご注意ください。

　【現況届が必要な方】
　　その年の５月分以前から白浜町で児童手当を受けられている方
　※６月分以降町外に転出される方も提出が必要です。

　【現況届提出に必要なもの】
　　①児童手当等現況届
　　②健康保険被保険者証の写し等（請求者のもの）
　　③印鑑（朱肉が必要な認印でお願いします）
　　④課税情報の確認に係る同意書
　　⑤前年中の所得を証明する本年度の児童手当用所得証明書または課税証明書（請求者のもの）
　　※その年の１月１日時点で白浜町に住所がなかった方のみ提出
　　⑥別居監護申立書
　　※請求者と児童の住民票上の住所が異なる方のみ提出
　　⑦住民票（児童の属する世帯全員のもの）
　　※請求者と児童の住民票上の住所が異なり、かつその児童が白浜町外に住所を有する場合のみ提出

＜提出先＞　役場民生課住民係・富田事務所・日置川事務所・椿出張所・安居出張所・市鹿野出張所

問役場民生課住民係　☎４３－６５８５
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４月１日より子ども手当制度にかわり、

「児童手当制度」により手当が支給されます

◆目的
　児童手当法は、父母その他の保護者が子育てについての第一義的責任を有するという基本的認識の下に、児童
を養育している者に児童手当を支給することにより、家庭等における生活の安定に寄与するとともに、次代の社
会を担う児童の健やかな成長に資することを目的としています。

◆対象者
　白浜町内に居住し、中学校３年生までの児童を養育している方
　（１５歳到達後の最初の３月３１日までの間にある児童）

◆支給月額

所得制限限度額内の方

３歳未満 １５, ０００円

３歳以上小学校修了までの児童で第１子・第２子 １０, ０００円

３歳以上小学校修了までの児童で第３子以降 １５, ０００円

中学生 １０, ０００円

所得制限限度額を超過する方 　５，０００円

　※第１子、第２子、第３子の数え方は、１８歳到達後の最初の３月３１日までの間にある児童の出生順です。
　※所得制限限度額については、６月以降導入される予定です。

◆申請手続き
　＜申請に必要なもの＞
　　・印鑑（朱肉が必要な認印でお願いします）
　　・申請者名義の金融機関の預金通帳等（口座番号等が確認できるもの）
　　・厚生年金・共済組合に加入されている方は、申請者の健康保険証の写し

　※所得制限については、６月分の児童手当より導入されるため、６月分以降の児童手当を認定する際に、本年
　１月１日現在、白浜町に居住されていなかった場合、児童手当用所得証明書または課税証明書の提出をお願い
　することとなります。
　※３月まで ｢子ども手当｣ の受給者だった方は、新たな申請は不要です。ただし、出生や住所・氏名変更など
　により、生活状況に変更が生じた場合には手続きが必要です。



広報しらはま６月号　10

６月１日に富田橋交差点が新しくなります

　町道伊勢谷４号線（新設道路）の供用開始にともない、富田橋交差点が新しくなり、次のとおりの通行形態と

なります。皆さま方のご理解とご協力をお願いします。

　　◆供用開始日時　：　６月１日（金）　 午後２時～
　　◆供用開始道路　：　町道伊勢谷４号線　　
　　◆通行規制　　　
　　　１．現在通行している区間は歩行者と自転車の専用となります。
　　　２．原付以上の二輪車、四輪車は新設道路を通行することになります。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　問役場建設課　☎４３ー６５８９
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お知らせ
INFORMATION

役場関係機関連絡先

白浜町役場　 　　（代）43-5555

富田事務所　 　　（代）45-0009

日置川事務所 　　（代）52-2300

・椿出張所　　　　　　　46-0052

・安居出張所　　　　　　53-0009

・市鹿野出張所　　　　　54-0001

・上下水道課　　　　　　45-2000

・保健センター　　　　　43-0178

・白浜町清掃センター　　45-3800

・日置川焼却場　　　　　52-2750

・日置川水道事務所　　　52-2179

・住民交流センター　　　52-2446

・白浜町中央公民館　　　42-2269

・日置川拠点公民館　　　52-2660

・町立図書館　　　　　　43-2922

・町立児童館　　　　　　45-2117

まちの人口と世帯

　人　口　　　２３，１８３人
　　　　　　（先月比　－２３人）

　　　　男　　１０，８５０人
　　　　　　（先月比　＋１１人）

　　　　女　　１２，３３３人
　　　　　　（先月比　－３４人）

　世帯数　　１１，１９８世帯
　　　　　　（先月比　＋　５０世帯）

※平成２４年５月１日現在

母
子
生
活
支
援
施
設
「
白
浜
な

ぎ
さ
ホ
ー
ム
」
の
ご
案
内

　

母
子
生
活
支
援
施
設
は
、
配
偶

者
の
い
な
い
母
子
家
庭
（
18
歳
未

満
の
児
童
を
養
育
）
ま
た
は
準
母

子
家
庭
の
保
護
及
び
自
立
支
援
を

目
的
と
す
る
施
設
で
す
。

　

入
居
の
費
用
は
、
世
帯
の
所
得

に
応
じ
無
料
ま
た
は
、
段
階
的
に

負
担
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
光
熱

水
費
は
各
自
負
担
で
す
。

　

入
所
後
の
生
活
、
仕
事
、
子
育

て
等
に
つ
い
て
は
、
職
員
が
相
談

に
応
じ
ま
す
。
な
お
、
現
在
新
施

設
を
建
設
し
て
い
ま
す
。

　

完
成
予
定
は
、
平
成
24
年
６
月

下
旬
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

問
役
場
民
生
課
福
祉
係

 

☎
４
３
ー
５
５
５
５

問
西
牟
婁
振
興
局
健
康
福
祉
部

☎
２
２
ー
１
２
０
０

事
業
主
の
皆
さ
ま
へ

　

平
成
24
年
度
の
労
働
保
険
料
の

申
告
・
納
付
手
続
は
、
６
月
１
日

か
ら
７
月
10
日
ま
で
の
間
に
行
っ

て
く
だ
さ
い
。

　

労
働
保
険
と
は
、
労
災
保
険
と

雇
用
保
険
を
総
称
し
た
も
の
で
、

労
働
者
が
安
心
し
て
働
く
た
め
の

保
険
で
す
。

　

労
働
保
険
の
保
険
料
は
、
年
度

当
初
に
概
算
保
険
で
申
告
・
納
付

し
、
翌
年
度
の
当
初
に
確
定
申
告

の
上
、
精
算
す
る
こ
と
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
石
綿
（
ア
ス
ベ
ス
ト
）

健
康
被
害
救
済
の
た
め
の
「
一
般

拠
出
金
」
の
申
告
と
納
付
も
併
せ

て
手
続
き
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

　

労
働
保
険
料
の
申
告
・
納
付
は
、

最
寄
り
の
労
働
保
険
集
合
受
付
会

場
、
労
働
基
準
監
督
署
、
ま
た
は

和
歌
山
県
労
働
局
総
務
部
労
働
保

険
徴
収
室
で
、
７
月
10
日
ま
で
に

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

問
和
歌
山
県
労
働
局
総
務
部
労
働

保
険
徴
収
室

☎
０
７
３
ー
４
８
８
ー
１
１
０
２

個
人
向
け
復
興
応
援
国
債
に
つ

い
て

～ 

東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興

財
源
と
し
て
活
用
さ
れ
ま
す 

～

　

財
務
省
で
は
、
東
日
本
大
震
災

か
ら
の
復
興
に
向
け
た
施
策
の
た

め
に
必
要
と
な
る
資
金
を
国
民
の

皆
さ
ま
か
ら
幅
広
く
お
寄
せ
い
た

有料広告募集中 有料広告募集中
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平
成
24
年
度
自
衛
官
募
集
相
談

委
員
の
ご
紹
介

◇
井い

戸ど

宏ひ
ろ

和か
ず　

（
湯
崎
地
区
）

◇
関せ

き

本も
と

幸こ
う

次じ　
（
日
置
地
区
）

問
自
衛
隊
田
辺
地
域
事
務
所

☎
２
４
ー
６
２
１
９

定
例
行
政
相
談
所
の
開
設

　

行
政
相
談
員
が
、
国
の
仕
事
に

関
す
る
苦
情
な
ど
の
相
談
を
無
料

で
受
け
付
け
ま
す
。

【
白
浜
地
区
】

◇
６
月
11
日
（
月
）

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時

　

会
場
…
役
場
第
２
会
議
室

【
日
置
川
地
区
】

◇
６
月
14
日
（
木
）

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時

　

会
場
…
川
添
山
村
活
性
化
支
援

　
　
　
　

セ
ン
タ
ー

定
例
人
権
相
談
所
の
開
設

　

人
権
擁
護
委
員
が
人
権
問
題
や

い
ろ
い
ろ
な
困
り
ご
と
の
相
談
を

無
料
で
お
受
け
し
ま
す
。

【
白
浜
地
区
】

だ
け
る
よ
う
、「
個
人
向
け
復
興

国
債
」（
変
動
10
年
、
固
定
５
年
、

固
定
３
年
の
３
種
類
）お
よ
び「
個

人
向
け
復
興
応
援
国
債
」
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

　
「
個
人
向
け
復
興
応
援
国
債
」

は
、
当
初
３
年
間
低
い
金
利
と

な
っ
て
い
ま
す
が
、
一
定
の
要
件

を
満
た
す
方
に
は
、
平
成
27
年
度

中
に
発
行
す
る
東
日
本
大
震
災

復
興
事
業
記
念
貨
幣
を
贈
呈
し
ま

す
。

　

商
品
性
等
の
詳
細
は
、
お
近
く

の
金
融
機
関
（
証
券
会
社
、
銀

行
、
農
協
等
、
信
用
組
合
、
信
用

金
庫
、
労
働
金
庫
、
郵
便
局
）
へ

お
問
い
合
わ
せ
い
た
だ
く
か
、
財

務
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

　

東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興
の

た
め
に
、
皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

○
お
近
く
の
金
融
機
関
で
額
面

１
万
円
か
ら
１
万
円
単
位
で
購
入

す
る
こ
と
が
で
き
、
満
期
日
の
元

本
や
半
年
毎
の
利
子
の
支
払
い
は

日
本
国
政
府
が
責
任
を
持
っ
て
行

い
ま
す
。

○
経
済
環
境
の
変
化
等
に
よ
り
実

勢
金
利
が
上
昇
し
た
場
合
で
も
、

元
本
の
価
格
は
変
動
し
ま
せ
ん
。

実
勢
金
利
が
下
が
っ
た
場
合
で
も
、

０
．
０
５
％
（
年
率
）
の
最
低
金

利
保
証
が
設
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

○
発
行
後
１
年
経
過
す
れ
ば
、
額

面
１
万
円
単
位
で
中
途
換
金
が
可

能
で
す
。

○
記
念
貨
幣
は
、
個
人
向
け
復
興

応
援
国
債
の
発
行
日
か
ら
３
年
後

の
利
払
日
に
お
い
て
、
１
０
０
万

円
以
上
の
残
高
を
保
有
し
て
い

る
方
へ
贈
呈
し
ま
す
（
残
高
１
，

０
０
０
万
円
毎
に
壱
万
円
金
貨
１

枚
、
１
０
０
万
円
毎
に
千
円
銀
貨

１
枚
）。

問
財
務
省
理
財
局
国
債
業
務
課
個

人
国
債
係

☎
０
３
ー
３
５
８
１
ー
４
１
１
１

（
内
線
５
９
２
９
）

問
近
畿
財
務
局
和
歌
山
財
務
事
務

所
財
務
課

☎
０
７
３
ー
４
２
２
ー
６
１
４
２

（
ダ
イ
ヤ
ル
イ
ン
）

お知らせ INFORMATION

◇
６
月
11
日
（
月
）

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時

　

会
場
…
社
協
本
部
事
務
所

【
日
置
川
地
区
】

◇
６
月
20
日
（
水
）

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時

　

会
場
…
川
添
山
村
活
性
化
支
援

　
　
　
　

セ
ン
タ
ー

※
人
権
相
談
は
社
会
福
祉
協
議
会

と
の
合
同
相
談
で
す
。

就
職
促
進
相
談
会
の
開
催

　

就
職
促
進
相
談
員
（
就
職
の
促

進
お
よ
び
職
業
の
安
定
を
図
る
た

め
、
振
興
局
に
配
置
さ
れ
た
相
談

員
）
が
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
求
人

情
報
や
情
報
誌
を
持
参
し
て
、
職

業
の
相
談
を
受
け
ま
す
。
予
約
は

必
要
あ
り
ま
せ
ん
。
お
気
軽
に
お

越
し
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
雇
用
保
険
受
給
中
の
方

は
、
認
定
日
以
外
の
休
職
活
動
が

出
来
ま
す
。

◆
日
時

◇
６
月
13
日
（
水
）

◇
６
月
26
日
（
火
）

・
午
前
９
時
30
分
～
午
後
３
時
30
分

　

会
場
…
中
央
公
民
館

◇
６
月
11
日
（
月
）

・
午
前
９
時
30
分
～
11
時
30
分

　

会
場
…
日
置
川
拠
点
公
民
館

◇
６
月
11
日
（
月
）

・
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

　

会
場
…
住
民
交
流
セ
ン
タ
ー

問
西
牟
婁
振
興
局
地
域
振
興
部
企

画
産
業
課　

☎
２
６
ー
７
９
４
７

有料広告募集中
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白良浜の海開き

～本州で一番早く夏が訪れました～

　５月３日、白良浜で本州で一番早い海開きが行われました。
　当日は、地元住民や観光客による一斉清掃のあと、今夏の安全を願
う神事が行われ、テープカットとともに海開きを待っていた海水浴客
が次々と歓声を上げながら海へ入っていきました。
　白浜の夏がこれから始まります。
　また、ライフセーバーによるレスキューデモストレーションやフラ
ダンスも披露され、多くの人でにぎわいました。

　４月１４日・１５日、田辺市のビック・
ユーで白浜商工祭が行われました。
　今年のイベントの一番の目玉は「日本最
大級の餅まき」ということで、２日間で
３万５千個の餅がまかれ、大盛況となりま
した。また、各店のブースも盛り上がり、
売り切れの店も出るほどで、これまでの商
工祭で一番の集客となりました。

第５回白浜商工祭

才野権現平桜宮祭

　４月１４日・１５日の２日間にわたり、白浜町才野区内権現平
にて才野権現平桜宮祭が行われました。
　初日は熊野神社を昼ごろ出発し近くの五色ヶ浜にて汐かけ神事
を行った後、区内を練り歩き神輿の宿である公民館に入り、２日
目は宿を昼前に出発し、同じく区内を練り歩き午後 3 時ごろ宮入
りしました。
　特に宮入は見ごたえがあり、多くのお客さまでにぎわいました。
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　４月２２日、白良浜で「ビーチフットボール白浜スプリングフェス
ティバル２０１２」が行われ、海開き直前の白い砂浜でプレーしました。
　地元白浜町や田辺市、上富田町、みなべ町のほか、大阪府や滋賀県、
兵庫県からもチームが参加し、約２００人の選手・スタッフでにぎわ
いました。大会には、紀の国わかやま国体マスコット「きいちゃん」
が応援にかけつけ、大会を盛り上げてくれました。

ビーチフットボール白浜スプリングフェスティバル 2012

韓国派遣職員からの

　果
クヮ

川
チョン

市
シ

レポート

　

ア
ン
ニ
ョ
ン
ハ
セ
ヨ
～

　

今
年
４
月
か
ら
白
浜
町
の
友
好

都
市
で
あ
る
大
韓
民
国
、
京

キ
ョ
ン

畿ギ

道ド
ウ

に
あ
る
果
川
市
役
所
で
人
事
交
流

の
派
遣
職
員
と
し
て
働
い
て
い
る

白
浜
町
職
員
の
畑は

た

中な
か

佑ゆ
う

介す
け

で
す
。

　

果
川
市
は
、
緑
が
と
て
も
豊
か

で
人
口
約
７
万
人
、
面
積
が
35
㎢

と
大
き
な
町
で
は
な
い
で
す
が
、

首
都
ソ
ウ
ル
の
隣
に
位
置
し
、
地

下
鉄
で
ソ
ウ
ル
ま
で
約
30
分
な
の

で
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
と
し
て
人
気
が

あ
り
、
韓
国
人
が
一
番
住
み
た
い

町
と
し
て
よ
く
紹
介
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

私
は
海
外
生
活
は
も
ち
ろ
ん
の

こ
と
、
一
人
暮
ら
し
も
初
め
て
の

経
験
な
の
で
、
行
く
前
は
生
活
や

言
葉
の
面
で
と
て
も
不
安
が
あ
り

ま
し
た
。
し
か
し
、
果
川
市
役
所

の
職
員
に
と
て
も
温
か
く
迎
え
入

れ
ら
れ
、
不
安
や
心
配
も
す
ぐ
に

な
く
な
り
ま
し
た
。
今
は
明

ミ
ョ
ン

洞ド
ン

に

あ
る
語
学
学
校
に
通
い
な
が
ら
仕

事
と
勉
強
に
勤
し
ん
で
い
ま
す
。

　

高
校
時
代
に
野
球
を
し
て
い
た

こ
と
も
あ
り
、
運
動
が
大
好
き
で

韓
国
で
も
何
か
運
動
が
で
き
た
ら

い
い
な
と
思
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、

市
役
所
の
方
の
紹
介
で
、
週
に
２

回
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
と
週
末
は
草
野

球
を
し
て
い
ま
す
。
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
ク
ラ
ブ
に
は
日
本
語
を
話
せ
る

人
は
全
く
い
ま
せ
ん
が
、
運
動
中

は
み
ん
な
「
ハ
タ
ナ
カ
！
ハ
タ
ナ

カ
!!
」
と
連
呼
し
、
と
て
も
フ
レ

ン
ド
リ
ー
に
接
し
て
く
れ
る
の
で

言
葉
の
壁
を
感
じ
る
こ
と
な
く
み

ん
な
と
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
を
楽
し
ん

で
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
毎
月
記
事
と
写
真
で

韓
国
の
生
活
や
文
化
を
紹
介
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。　

（
畑
中
）

Vol.1

南紀白浜湯けむりバル

　４月２０日、白浜温泉街を中心に「南
紀白浜湯けむりバル」が行われました。
　バルは４枚つづりのチケットを販売
し、参加店で気軽に食事や入浴ができ
るというシステムでした。
　温泉街は夕方から終了時間の夜中２
時まで参加者が多く、順番待ちで行列
ができる店もありました。
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命
を
守
る
避
難
３
原
則

　

群
馬
大
学
大
学
院
片か

た

田だ

敏と
し

孝た
か

教
授
が
推
奨
す
る「
避
難
の
３
原
則
」

を
紹
介
し
ま
す
。

　
「
防
災
講
演
会
は
、
当
初
、
大
人
を
対
象
に
開
い
た
。
し
ば
ら
く

続
け
て
気
付
い
た
の
は
講
習
会
に
参
加
す
る
顔
ぶ
れ
が
同
じ
こ
と
。

も
と
か
ら
防
災
意
識
の
高
い
人
だ
け
が
参
加
す
る
の
で
は
講
習
会
の

意
味
が
な
い
。
そ
こ
で
、
小
中
学
生
を
中
心
に
し
た
津
波
防
災
教
育

に
切
り
替
え
た
。
彼
ら
は
10
年
た
て
ば
大
人
に
な
り
、
さ
ら
に
10
年

た
て
ば
親
に
な
る
。
何
十
年
も
防
災
教
育
を
続
け
て
い
く
う
ち
に
防

災
意
識
が
世
代
を
超
え
て
継
承
さ
れ
、
小
中
学
生
を
通
し
て
教
育
す

れ
ば
そ
の
親
に
も
広
が
る
。」

　

津
波
防
災
教
育
で

小
中
学
生
に
伝
え
て

き
た
こ
と
は
、
次
の

モ
ッ
ト
ー
に
ま
と
め

ら
れ
る
。

　
「
大
い
な
る
自
然
の

営
み
に
畏い

敬け
い

の
念
を

持
ち
、
行
政
に
委
ね

る
こ
と
な
く
、
自
ら

の
命
を
守
る
こ
と
に

主
体
的
た
れ
」
※
畏

敬
（
崇
高
な
も
の
や

偉
大
な
人
を
、
お
そ

れ
う
や
ま
う
こ
と
。）

　 　

 
「安心・安全メール」サービスにご登録を！

詳細は、白浜町公式ホームペー

ジ（http://www.town.shirahama.

wakayama.jp）をご覧ください。

←バーコード対応機種簡単アクセス！

防災情報案内サービス
防災行政無線の情報を聞き漏らしたときなどに電話

で白浜町の防災情報を入手できます。（固定電話、

携帯電話、公衆電話から通話料のみで利用可）

☎０１８０ー９９７ー５５５

災
害
に

備
え
て

問
役
場
総
務
課
防
災
対
策
室

　
　
　

☎
４
３
ー
５
５
５
５

★
こ
こ
で
は
、
私
た
ち
が
普
段
か
ら
取
り
組
む
こ
と
の
で
き
る
防
災

　

対
策
や
、
防
災
に
関
す
る
情
報
な
ど
を
紹
介
し
ま
す
。

白
浜
婦
人
会
総
会
に
て

防
災
勉
強
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

　

４
月
18
日
、
中
央
公
民
館
に
お
い
て

開
催
さ
れ
た
白
浜
婦
人
会
総
会
（
田た

井い

た
づ
子
会
長
）
に
て
防
災
に
つ
い
て
の

勉
強
会
が
行
わ
れ
85
人
の
方
が
参
加
さ

れ
ま
し
た
。

　

勉
強
会
で
は
、
和
歌
山
県
が
作
成
し

た
「
東
南
海
・
南
海
地
震
に
襲
わ
れ
た

ら
」
の
ビ
デ
オ
を
鑑
賞
し
、
災
害
に
対

す
る
普
段
か
ら
の
備
え
や
心
構
え
に
つ

い
て
学
び
ま
し
た
。

毎
年
６
月
は

土
砂
災
害
防
止
月
間

　

昭
和
58
年
か
ら
毎
年
６
月
を
「
土
砂

災
害
防
止
月
間
」
と
し
て
、
土
砂
災
害

の
防
止
と
被
害
の
軽
減
を
図
る
た
め
の

各
種
活
動
を
全
国
で
実
施
し
て
い
ま

す
。

　

昨
年
の
台
風
時
に
は
当
町
に
お
き
ま

し
て
も
土
砂
災
害
に
よ
る
被
害
が
発
生

し
て
い
ま
す
。
土
砂
災
害
か
ら
命
を
守

る
た
め
に
は
、
何
よ
り
も
日
頃
の
備
え

と
早
期
の
避
難
が
重
要
で
す
。

避
難
の
3
原
則

そ
の
１『
想
定
に
と
ら
わ
れ
る
な
』

・
予
想
以
上
の
災
害
が
起
こ
る
可

　

能
性
が
あ
り
ま
す
。

・「
こ
こ
ま
で
は
津
波
が
こ
な
い
」

　

と
い
う
想
定
に
と
ら
わ
れ
ず
、

　

逃
げ
る
こ
と
。

そ
の
２
『
最
善
を
尽
く
せ
』

・「
自
分
は
大
丈
夫
」「
こ
こ
ま
で

　

来
れ
ば
も
う
大
丈
夫
」
で
は
な

　

く
、
そ
の
と
き
で
き
る
最
善
の

　

対
応
行
動
を
と
り
ま
し
ょ
う
。

・
で
き
る
だ
け
早
く
、
高
い
と
こ

　

ろ
に
逃
げ
る
。

そ
の
３
『
率
先
避
難
者
た
れ
』

・
い
ざ
と
い
う
と
き
に
は
、
ま
ず

　

自
分
が
率
先
し
て
避
難
す
る
こ

　

と
。

・
率
先
し
て
逃
げ
る
姿
を
み
て
、

　

他
の
人
も
避
難
す
る
よ
う
に
な

　

り
、
結
果
的
に
多
く
の
人
を
救

　

う
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

以
上
が
、
片
田
教
授
の
推
奨
す

る
避
難
の
３
原
則
で
す
。
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健
康
だ
よ
り　

問
役
場
民
生
課
健
康
増
進
係
（
保
健
セ
ン
タ
ー
内
）

　
　
　
　
　
　
（
☎
４
３
ー
０
１
７
８
）

梅
雨
間
近
、
家
庭
で
の
食
中
毒
に
ご
注
意
!!

　
　

食
中
毒
が
発
生
し
や
す
い
季
節
に
な
り
ま
し
た
。
食
中
毒
の
う
ち
80
％
以
上
は
細
菌
性
食
中
毒
で
、
６
～

　

９
月
に
か
け
て
年
間
発
生
の
半
分
を
占
め
て
い
ま
す
。
原
因
菌
と
し
て
は
、
サ
ル
モ
ネ
ラ
、
腸
炎
ビ
ブ
リ
オ
、

　

病
原
性
大
腸
菌
、
カ
ン
ピ
ロ
バ
ク
タ
ー
、
黄
色
ブ
ド
ウ
菌
な
ど
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
　

食
中
毒
を
予
防
す
る
た
め
に
は
、
ど
う
す
れ
ば
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
？

☆
家
庭
で
で
き
る
食
中
毒
予
防
の
６
つ
の
ポ
イ
ン
ト

●
ポ
イ
ン
ト
１
：
食
品
の
購
入

　

肉
、
野
菜
、
魚
な
ど
の
生
鮮
食

品
は
消
費
期
限
を
確
認
し
、
新
鮮

な
も
の
を
購
入
す
る
。

●
ポ
イ
ン
ト
２
：
家
庭
で
の
保
存

①
食
品
を
持
ち
帰
っ
た
ら
す
ぐ
に

冷
蔵
庫
、
冷
凍
庫
に
入
れ
、
つ
め

す
ぎ
に
注
意
。目
安
は
７
割
程
度
。

②
冷
蔵
庫
は
10
℃
以
下
、
冷
凍
庫

は
マ
イ
ナ
ス
15
℃
以
下
に
維
持
す

る
こ
と
が
目
安
。細
菌
の
多
く
は
、

10
℃
で
は
増
殖
が
ゆ
っ
く
り
と
な

り
、
マ
イ
ナ
ス
15
℃
で
は
増
殖
が

停
止
す
る
。
し
か
し
、
冷
凍
・
冷

蔵
庫
を
過
信
せ
ず
、
食
品
は
早
め

に
使
い
切
る
よ
う
に
す
る
。

●
ポ
イ
ン
ト
３
：
下
準
備

①
肉
、
魚
、
卵
な
ど
を
取
り
扱
う

時
は
、
取
り
扱
う
前
後
に
必
ず
手

指
を
洗
う
。

②
食
品
を
切
っ
た
後
の
ま
な
板
・

包
丁
を
再
度
使
用
す
る
場
合
は
、

洗
っ
て
か
ら
熱
湯
を
か
け
た
の
ち

に
使
う
こ
と
が
大
切
。
包
丁
や
ま

な
板
は
、
肉
用
・
魚
用
・
野
菜
用

と
別
々
に
そ
ろ
え
て
、
使
い
分
け

る
と
さ
ら
に
安
全
で
す
。

●
ポ
イ
ン
ト
４
：
調
理

　

加
熱
を
十
分
に
行
う
こ
と
で
、

食
中
毒
菌
を
殺
す
こ
と
が
で
き

る
。
中
心
部
の
温
度
が
75
℃
で
１

分
間
以
上
加
熱
す
る
こ
と
が
目
安
。

●
ポ
イ
ン
ト
５
：
食
事

①
食
卓
に
つ
く
前
に
手
を
洗
う
。

②
温
か
い
料
理
は
65
℃
以
上
、
冷

や
し
て
食
べ
る
料
理
は
10
℃
以
下

に
し
、温
度
を
常
に
一
定
に
保
つ
。

③
調
理
前
後
の
食
品
は
、
室
温
に

長
く
放
置
し
な
い
よ
う
に
す
る
。

●
ポ
イ
ン
ト
６
：
残
っ
た
食
品

①
残
っ
た
食
品
を
温
め
な
お
す
時

も
、75
℃
以
上
で
十
分
加
熱
す
る
。

②
ち
ょ
っ
と
で
も
怪
し
い
と
思
っ

た
ら
食
べ
ず
に
捨
て
る
。

食
中
毒
に
罹
っ
た
時
は
!?

　

自
然
治
癒
す
る
食
中
毒
も
あ
り

ま
す
が
、
自
己
判
断
で
薬
を
飲
ま

ず
に
重
症
化
す
る
前
に
病
院
に
行

く
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
特
に
抵

抗
力
の
弱
い
乳
幼
児
・
高
齢
者
は

重
症
に
な
り
や
す
い
の
で
、
気
を

つ
け
ま
し
ょ
う
。
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行　事　名 月日（曜） 受付時間 場　所 内　容

乳幼児健診

６月１１日（月） 13：00 ～ 13：10  中央保健センター
 ２歳６か月児健診
 （全町）平成 21 年 11 月生

６月１８日（月） 12：00 ～ 12：10  中央保健センター
 １歳６か月児相談
 （白浜地域）平成 22 年 11 月生

６月１９日（火） 12：00 ～ 12：10  中央保健センター
 １０か月児健診
 （白浜地域）平成 23 年 7 月生

６月２０日（水） 13：00 ～ 13：10  日置川拠点公民館

 ４か月児健診
 １０か月児健診
 （日置川地域）  平成 24 年 1・2 月生
　　　　　　　平成 23 年 7・8 月生

６月２１日（木） 12：00 ～ 12：10  中央保健センター
 ４か月児健診
 （白浜地域）平成 24 年 2 月生

予防接種 ６月２５日（月） 12：30 ～ 12：50  中央保健センター  ＢＣＧ予防接種

栄養相談
６月　４日（月）
※次回７月２日

9：00 ～ 12：00  中央保健センター

 栄養士が、食生活に悩んでおられる方々
 の相談を行います。
 事前に予約が必要ですので、電話でお問
 い合わせください。

ストレッチ体操 毎週月曜日 13：30 ～ 15：00  美之浦保健センター

胸部検診
６月２７日（水）
６月２８日（木）
６月２９日（金）

 胸部レントゲン検診者が日置川地域の各地区を巡回します。
 詳しい内容につきましては、新聞折り込みでお知らせします。（６５歳以上の方には、
 案内を通知します。）この機会にぜひ受診ください。

献血 ６月２５日（月）

9：30 ～ 11：30
 バリューハウス
 西富田店様駐車場

 献血のご協力を お願いします。
 テレビ和歌山（５ｃｈ）のデータ放送で、
 「けんけつちゃんねる」をご覧いただけま
 す。テレビリモコンのｄボタンを押して
 いただくと、献血バスの配車日時や血液
 在庫状況などを確認いただけます。

13：00 ～ 16：00  白浜はまゆう病院新館前

５
月
の
予
定
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〒 649-2511　白浜町日置 197-1
高齢者生活福祉センター「夢の里」内
TEL 0739-52-2111　FAX 0739-52-2666
E ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ　hikigawa@shirahama-syakyo.jp

社会福祉法人

白浜町社会福祉協議会社協だより

ふくしふくし
しらはましらはま

日置川支部

〒 649-2324　白浜町十九渕 274 番地の 1
TEL 0739-45-2711　FAX 0739-45-2777
E ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ　info@shirahama-syakyo.jp

　　　ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ　  http://www.shirahama-syakyo.jp/ 

　近年、福祉教育への期待と関心が高まっています。
　福祉教育の場で、福祉や地域のことを教えてくれる人、自分自身のボランティア経験や介護経験を伝えて
くれる人、あるいはサービスを利用している自分の生活のことを話してくれるような人を「福祉教育サポー
ター」と呼びます。つまり福祉教育サポーターとは、福祉教育の目的やカリキュラムを理解して、一緒にプ
ログラムを創り上げてくれる人たちのことをいいます。福祉教育サポーターは「先生」ではありません。同
じ地域の一員として、一緒になって福祉のことを考えてくれる仲間というスタンスです。
　社会福祉協議会では、町内の保育所、幼稚園、小学校、中学校と連携し出前福祉体験学習や各種学校行事
への参加等を行っています。
　私たちと一緒に、同じ地域の一員として、子どもたちと一緒に「福祉でまちづくり」を進めるサポーター
となってもらえませんか？
　それなら自分にもできるかも・・・。と思われる方は白浜町社会福祉協議会までご連絡ください。

 〔活動の例〕
  ・福祉体験学習のプログラム開発と参加
  ・各種学校行事への参加等

福祉教育サポーター募集 !!
―   地域の子どもは地域で育てる   ―

※　写真は、町内小・中学校で行われている福祉体験学習の様子です。
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　こんなときにお声掛けください。
　　・地域のみんなで集まれる機会をつくりたい。

　　・地域の仲間で集まって勉強会を開催したい。

　こんなお手伝いを行っています。

　　・勉強会などでの講師の派遣調整

　　・参加者募集チラシの作成　　　など　※　これから「つどいの場」をつくりたいとお考えの
　　皆さま、ご連絡お待ちしています。

日 程 内　　容 会　　場

6/4 司法書士 本部事務所

6/11 人　　権 本部事務所

6/18 弁 護 士 本部事務所

6/25 多重債務 青少年研修センター

7/2 司法書士 本部事務所

白 浜 支 部

日置川支部

※混雑する場合がございますので、事前にご予約
ください。お申込は、各支部事務所まで。

なお、1 人約 15 分程度の相談となります。

白浜支部　 ： ＴＥＬ　４５－２７１１
日置川支部 ： ＴＥＬ　５２－２１１１

日 程 内　　容 会　　場

6/1 弁 護 士 高齢者生活福祉センター

6/20 人　　権 川添山村活性化支援センター

7/6 弁 護 士 み　ま　い　荘

福 祉 相 談 所 設 置 日 程

【時間】13 時 30 分から 16 時
　　　　　　　　( 当日受付は 15 時まで )

◎多重債務相談も受け付けています。

※社協だよりは、共同募金配分金や社協会費等を活用して掲載しています。

　

 

寄
付
者
ご
芳
名

　
　

　
　

富　

田　
　
　

坂さ
か
も
と本　

充み
つ
と
し寿　

　

様

　
　

瀬　

戸　
　
　

門も
ん
の野　

吉よ
し
ひ
ろ洋　

　

様

　
　

大　

古　
　
　

平ひ
ら
や
ま山　

憲け
ん
い
ち一　

　

様

　
　

田
野
井　
　
　

薮や
ぶ
も
と本　

政ま
さ
し史　

　

様

　
　

上　

町　
　
　

舩ふ
な
と渡　

勝か
つ
ひ
ろ弘　

　

様

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
（
平
成
24
年
４
月
末
迄
分
）

※
書
き
損
じ
ハ
ガ
キ
・
古
切
手
・
清
拭
布
・

プ
ル
タ
ブ
な
ど
も
多
く
の
方
か
ら
い
た
だ
き

ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

※　各専門相談をご利用いただけますよう、
　お願い致します。

【お知らせ】　本年度より、一般相談が無くなります。

やすらぎ支援員養成講座

ボランティア体験セミナー

　未経験の方、大歓迎です !!
【日 時】 ６月 23 日（土）

　　　  午後 1 時 30 分から 3 時
【場 所】 社協本部事務所２階　大会議室
【申 込】 社協事務局まで

車イス体験コース

認知症学習会 参加

無料

　認知症高齢者を介護する家族を支援する『やすらぎ支援員』を

募集しています。それにともないやすらぎ支援員養成講座を実施

します。本研修と現場実習の修了者はやすらぎ支援員として登録

し、有償で活動することができます。受講後の登録は自由です。

　また、支援員になるかはわからないけれど、認知症について詳

しく知りたい、学習したいという方もご参加いただけます。関心

をお持ちの方はお気軽にご応募ください。

【日　時】　6 月 30 日（土）
　　　　　午前 10 時から午後 4 時

【場　所】　社協本部事務所２階　
【定　員】　30 人

　（定員になり次第応募を締め切らせていただきます）

　　※昼食は各自でご用意願います。

認知症について
経験を活かしたい！

学んでみたい！

つどいの場づくりのお手伝い 今年度もいきいきサ
ロン活動等にご協力
いただいている皆さ
ま、誠にありがとう
ございます。また、

今後の活動について
もご要望等がござ
いましたら、ぜひ本
会までご連絡くださ
い。
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中
央
公
民
館
だ
よ
り

白
浜
老
人
大
学
開
講
式

　

４
月
20
日
に
、
白
浜
老
人
大
学

の
開
講
式
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
年
度
の
学
長
は
七
湯
会
の
北き

た

畑は
た

正
し
ょ
う

七し
ち

氏
、
副
学
長
に
白
良
会

の
馬ば

道ど
う

正ま
さ

次じ

氏
に
決
定
し
ま
し

た
。

　

開
講
式
で
は
、
和
歌
山
県
警
察

本
部
交
通
部
交
通
企
画
課
か
ら
２

人
を
講
師
に
迎
え
て
、
交
通
安
全

に
つ
い
て
の
講
義
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

夜
間
外
出
す
る
際
に
は
必
ず
反

射
材
等
を
利
用
す
る
こ
と
や
、
運

転
者
か
ら
確
認
し
や
す
い
色
の
服

装
で
外
出
す
る
等
指
導
を
受
け
、

反
射
タ
ス
キ
や
持
ち
物
、
靴
等
に

貼
る
シ
ー
ル
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

講
義
の
最
後
に
動
体
視
力
や
反

射
神
経
を
測
定
す
る
機
械
を
使
っ

て
テ
ス
ト
を
行
い
ま
し
た
。

公
民
館
サ
ー
ク
ル
の
ご
紹
介

　

今
回
ご
紹
介
す
る
公
民
館
サ
ー

ク
ル
は
文
学
サ
ー
ク
ル
で
す
。

　

久ひ
さ

本も
と

洋ひ
ろ

文ふ
み

氏
が
講
師
を
務
め
て

お
り
、
毎
月
第
２
木
曜
日
と
第
３

土
曜
日
、
ど
ち
ら
も
午
後
１
時
30

分
か
ら
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

主
な
活
動
内
容
は
、
古
典
文
学

（
徒
然
草
や
遠
野
物
語
等
）
を
わ

か
り
や
す
く
解
説
を
受
け
な
が
ら

学
習
し
て
い
ま
す
。

　

興
味
の
あ
る
方
は
、
ぜ
ひ
文
学

サ
ー
ク
ル
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

問
中
央
公
民
館☎

４
２
ー
２
２
６
９

富
田
婦
人
学
級
開
講
式

　

４
月
25
日
に
、
富
田
婦
人
学
級

開
講
式
を
行
い
ま
し
た
。

　

開
講
式
で
は
、
平
成
23
年
度
の

事
業
経
過
や
今
年
度
の
事
業
計
画

を
協
議
し
ま
し
た
。

　

今
年
度
の
地
区
運
営
委
員
は
、・

西
富
田
地
区　

尾お

﨑ざ
き

す
ま
子
氏
・

北
富
田
地
区　

鈴す
ず

木き

達た
つ

子こ

氏
・
南

白
浜
地
区　

竹た
け

中な
か

好よ
し

美み

氏
・
富
田

地
区　

柏か
し

木わ
ぎ

や
ち
よ
氏
の
４
人
に

決
定
し
ま
し
た
。

　

開
講
式
が
終
了
し
た
後
に
学
級

生
全
員
で
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を

行
い
ま
し
た
。

　

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
講
師
に

岩い
わ

上が
み

守
ま
も
る

氏
を
迎
え
て
い
ろ
い
ろ

な
運
動
を
交
え
な
が
ら
楽
し
く
体

を
動
か
し
ま
し
た
。

サ
ー
ク
ル
生
募
集
の
お
知
ら
せ

　

中
央
公
民
館
で
は
、
各
種
サ
ー

ク
ル
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

公
民
館
サ
ー
ク
ル
と
し
て
９
種

類
、
自
主
サ
ー
ク
ル
は
33
種
類
が

楽
し
く
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

サ
ー
ク
ル
の
内
容
等
は
中
央
公

民
館
の
ロ
ビ
ー
カ
ウ
ン
タ
ー
に
チ

ラ
シ
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
こ

の
機
会
に
サ
ー
ク
ル
へ
参
加
し
て

み
ま
せ
ん
か
。

問
中
央
公
民
館☎

４
２
ー
２
２
６
９
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日
置
川
拠
点
公
民
館
だ
よ
り

　

川
添
分
館
で
は
、
４
月
19
日
に

第
６
回
歴
史
と
文
化
を
た
ず
ね
て

ツ
ア
ー
を
開
催
し
、
京
都
市
へ

行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

京
都
は
古
都
と
し
て
世
界
的
に

有
名
で
あ
る
と
と
も
に
、
日
本
で

一
番
多
く
世
界
文
化
遺
産
が
登
録

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
仁
和
寺
や
金
閣
寺
と

い
っ
た
古
都
京
都
の
文
化
財
や
桜

の
名
所
、
原
谷
苑
や
平
安
神
宮
な

ど
を
見
学
し
ま
し
た
。

　

こ
の
見
学
を
通
じ
て
、
見
聞
を

広
め
る
喜
び
や
生
き
が
い
、
住
民

同
士
の
新
た
な
つ
な
が
り
が
実
感

で
き
ま
し
た
。（
参
加
者
25
人
）

　日置川教育事務所では、下記書籍の販売
を行っています。所望される方は日置川教
育事務所（☎５２－２６６０）までお問い
合わせください。

・日置川町誌「通史編上巻」5,000 円
・日置川町誌「通史編下巻」5,000 円
・日置川町史「中世編」（第１巻）5,000 円
・日置川町史「近世編」（第２巻）5,000 円
・日置川災害史「日置川町史第３巻」3,000 円
・熊野水軍シンポジウム報告書 1 巻～ 3 巻
  各 1,000 円
・八幡山城跡（発掘調査報告書）2,000 円
・文化財シリーズ その 1 ～ 11 各 500 円
・「町のすがた」縮刷版 1 巻～ 4 巻
   各 3,000 円
※送料は別途ご負担となります。
※在庫切れの場合は、ご容赦ください。

公
民
館
サ
ー
ク
ル
紹
介

大
正
琴
サ
ー
ク
ル
「
あ
じ
さ
い
」

　

大
正
琴
サ
ー
ク
ル「
あ
じ
さ
い
」

は
、
岩い

わ

本も
と

佳よ
し

見み

先
生
ご
指
導
の
も

と
、
毎
月
第
２
、４
木
曜
日
に
練

習
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

サ
ー
ク
ル
が
発
足
し
て
６
年
目

に
な
り
、
教
本
も
だ
ん
だ
ん
と
難

し
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
が
、
岩

本
先
生
は
と
て
も
わ
か
り
や
す
く

教
え
て
く
だ
さ
い
ま
す
。

　

活
動
内
容
と
し
て
は
、
２
年
に

一
度
の
琴
城
流
の
発
表
会
、
文
化

と
福
祉
の
つ
ど
い
、
敬
老
会
へ
の

参
加
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
で
も
演

奏
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

気
の
合
う
仲
間
達
と
親
睦
を
深

め
合
う
の
も
楽
し
み
の
一
つ
で

す
。

分
館
活
動
報
告~

社
会
見
学
ツ
ア
ー
開
催~

日
置
川
拠
点
公
民
館
川
添
分
館

　６月は、「来日外国人犯罪対策および不法滞在・不法就労防止のための活
動強化月間」です。
　平成２４年１月１日現在における全国の不法残留者は約６７，０００人い
ると言われています。
　これらの者の中には、他の犯罪に手を染める者もいることから、警察では、
関係機関と連携しながら不法滞在者の摘発の他、不法滞在者を雇用する悪
質な事業主等の取り締まりを強化しています。
　「不法滞在・不法就労しているのでは？」と思ったら、どんな些細な情報
でも構いませんので、白浜警察署若しくは最寄の交番・駐在所まで連絡し
てください。

白浜警察署　☎ ４３－０１１０

白浜警察署からのお知らせ
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　５月５日、児童福祉週間にちなみ「こどもの日だよ！

みんな集まれ！」を開催しました。

　当日は、天候にも恵まれ、約５００人の親子の皆さん

が来館し、とてもにぎわいました。

　子どもたちに大人気の、

マジックバルーンのコー

ナー。

風船が割れないかドキド

キしながら、バルーンづ

くりにチャレンジ。サポー

ターのお姉さんやスタッ

フに作ってもらう子もいました。

　こいのぼりをつくろ

うのコーナーでは、自

分オリジナルのこいの

ぼりを作りました。ま

た、大きなこいのぼり

づくりでは、小さなこ

いのぼりにそれぞれが

絵を描き、それを大きなこいのぼりに貼りつけました。

　この「こいのぼり」は、来年、児童館前の広場で、泳

ぐ予定です。

ほかにも、魚つりゲーム

やカプラ、スーパーボー

ルすくいなどがあり、子

どもたちに大人気でし

た。

帰りには、かしわもちの

プレゼントがあり、楽しいひとときを過ごしました。

じどうかん（児童館）

　　 へ行こう！

　雨の日が続きます。

　ついつい気持ちも沈みがちですが、

こんな時こそ、図書館に来ませんか。

雑誌をめくったり、時には絵本を読ん

でみたり。ほんの少しの時間、図書館

で過ごすことで心が豊かになります。

＝平成２４年度 教科書展示会＝

　下記の日程で教科書（全科目）の展示をします。

またとない機会ですので、ぜひお越しください。

　①　町立図書館白浜分室（中央公民館２階）

　　６月１５日（金）～７月４日（水）

　　午前９時～午後５時まで

　　（日・月曜日はお休み）

　②　日置川拠点公民館第２研修室

　　６月１５日（金）～７月４日（水）

　　午前９時～午後５時まで

　　（土・日曜日はお休み）

蔵 書 点 検

　図書の整理のため下記の日程で“蔵書点検”を行い

ます。蔵書点検期間中は休館になりますので開室して

いる分室をご利用くださいますようよろしくお願いし

ます。（“おはなし玉手箱”もお休みです。）

　○本館

　　６月１３日（水）～１７日（日）

　　※６月２０日（水）から開館します。

☆おはなし玉手箱
　本館・富田分室　毎週土曜日　午前１１時～
　６月２日・９日・１６日・２３日・３０日
　（６月１６日は富田分室だけです。）
☆しらはま子どもの本の会例会
　＊６月２１日（木）午前１０時～　本館
　テキスト “ 元永定正・中辻悦子の絵本 ”
・テキストは本館においてあります。

楽しかったね！「こどもの日」

６月の行事



��　広報しらはま６月号

わがやのスター
【白浜町安宅　在住】

 赤
あか

松
まつ　希

き

來
ら

　ちゃん　（平成２１年１１月１７日生）
 

（パパ・ママ メッセージ）

　　元気いっぱいのおてんばさん。

　　素直で優しい子に育ってね。

　　　　　　　　　父　収
しゅう

さん・母　里
さと

美
み

さん

 

し
ら
は
ま

　
　

俳
壇
コ
ー
ナ
ー

　

町
内
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
句
会
の
皆
さ
ま
の

俳
句
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
役
場
総
務
課
広
報
担
当
ま
で
。

安
居
俳
句
会

　

雨
戸
操
る
ジ
ャ
ス
ミ
ン
の
香
に
独
り
言　

久ひ
さ

枝え

　

み
か
ん
山
花
の
香
り
の
満
ち
あ
ふ
れ　
　

汐し
お

美み

市
鹿
野
若
草
会

　

落ら
っ

花か

受
け
田
舎
芝
居
の
女お

形や
ま

舞
ふ　
　
　

貞さ
だ

美み

　

ひ
と
籠か

ご

の
薇

ぜ
ん
ま
いを
干
し
杣そ

ま

の
留
守　
　
　
　

サ
ダ
子

　

花
の
下
白は

く

衣い

の
似
合
ふ
老
医
か
な　
　
　

み
き
枝え　

　

柿か
き

若わ
か

葉ば

心
地
好よ

き
風
運
び
来
る　
　
　
　

桂け
い

子こ

　

花
の
下
怒
る
人
無
き
恵
比
寿
顔　
　
　
　

京
き
ょ
う

子こ

　

ヤ
ッ
ホ
ー
の
谺

こ
だ
ま

か
え
り
て
山
笑
う　
　
　

み
ち
子

　

合ね

歓む

の
花
見
え
し
我
が
里
間
近
な
り　
　

く
す

　

鯉こ
い

幟
の
ぼ
り

優
雅
に
畑
を
独
り
占
め　
　

  　
　

量か
ず

子こ

　町の広報誌「広報しらはま」では、毎月、「わがやのスター」コー

ナーで町内のお子さんを紹介しています。

　おうちの方のメッセージとともに、かわいいお子さんを掲載し

ませんか？

　ぜひ、下記までご連絡ください。（対象：小学生までのお子さん）

問役場総務課まちづくり推進係　☎４３－６５９８
E-mail：somu@town.shirahama.wakayama.jp
☆「広報しらはま」のご意見・ご感想等についてもお寄せください。

わがやのスター

　  募集中 !

●写真を１点お貸しください。（広報誌発行後に返却します。画像データでも対応できます。）

●「広報しらはま」は全戸に配布します。（町ホームページにも掲載されるので、インターネットでもご覧になれます。）

●お申し込みはメールでも可能です。



広
報
し
ら
は
ま 

６
月
号
№ 76

■
編
集
・
発
行

　

白
浜
町 

総
務
課　

☎
０
７
３
９
・
４
３
・
５
５
５
５
（
代
）

　

〒
６
４
９
ー
２
２
１
１　

和
歌
山
県
西
牟
婁
郡
白
浜
町
１
６
０
０
番
地

http://www.town.shirahama.wakayama.jp

～ 世界と交流するまち白浜 ～

　　姉 妹 浜：「白良浜」と米国ハワイ州ホノルル市「ワイキキビーチ」（２０００. ７．２０）
　　友好都市：米国ハワイ州ホノルル市（２００４. ２. １３）　大韓民国果川市（２００９. ６. ３０）

平成２４年春の叙勲受章

瑞ず
い
　
ほ
う
　
た
ん
　
こ
う
　
し
ょ
う

宝
単
光
章

鈴す
ず

木き　

明
あ
き
ら 

氏
（
73
歳
）

　
　
　
　
　
【
白
浜
地
区
】

　

昭
和
34
年
３
月
１
日
、
旧
白
浜
町
消
防
団
に
入
団
以
来
41

年
の
永
き
に
わ
た
り
、
誠
意
を
も
っ
て
消
防
防
災
活
動
に
尽

力
さ
れ
ま
し
た
。

　

特
に
消
防
活
動
に
お
い
て
は
、
昼
夜
の
別
な
く
そ
の
業
務

に
精
励
さ
れ
、
現
場
に
お
い
て
適
切
な
判
断
を
発
揮
さ
れ
る

な
ど
し
て
、
幾
多
の
火
災
現
場
に
お
い
て
、
そ
の
都
度
地
域

住
民
の
生
命
、
財
産
の
保
護
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
温
泉
と
観
光
の
町
と
し
て
年
間
３
０
０
万
人
の
観

光
客
が
訪
れ
る
わ
が
町
で
、
そ
の
中
心
の
温
泉
街
を
管
轄
す

る
第
２
分
団
の
長
と
し
て
、
予
防
啓
発
に
努
め
る
と
と
も
に
、

冬
季
に
は
年
末
特
別
警
戒
に
続
い
て
、
年
明
け
２
月
末
ま
で

強
風
の
日
に
は
団
員
を
招
集
し
て
夜
間
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
う

な
ど
火
災
予
防
活
動
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。


